
【
日
本
人
の
誇
り
】

西
洋
人
と
渡
り
合
う
気
迫

　
田
中
舘
愛
橘
会
の
古
い
資
料
に
、
同
郷
岩

手
県
出
身
の
総
理
大
臣
、
原
敬
の
言
葉
が
あ

る
。「
総
理
大
臣
な
ど
大
し
た
も
の
で
は
な

い
が
、
田
中
舘
博
士
は
国
の
宝
だ
」

　
原
と
田
中
舘
は
共
に
１
８
５
６（
安
政
３
）

年
生
ま
れ
で
、盛
岡
の
同
じ
藩
校
に
学
ん
だ
。

後
年
パ
リ
に
出
張
し
た
田
中
舘
を
当
時
外
交

官
だ
っ
た
原
が
迎
え
、
牛
鍋
を
つ
つ
き
旧
交

を
温
め
た
と
い
う
。

　
け
れ
ど
も
な
ぜ
原
は「
田
中
舘
は
国
の
宝
」

と
ま
で
言
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
二
人
は
共
に
武
士
の
子
で
あ
っ
た
。
明
治

維
新
で
最
後
ま
で
奥
羽
越
列
藩
同
盟
を
守
り

戦
っ
た
盛
岡
藩
の
出
身
者
は
賊
軍
と
さ
げ
す

ま
れ
た
。

　
し
か
し
維
新
が
明
け
た
日
本
は
「
西
洋
に

百
年
遅
れ
て
い
た
」
こ
と
を
知
り
、「
西
洋

に
追
い
つ
き
追
い
越
す
」、「
富
国
強
兵
」
を

急
務
と
し
た
。

　
そ
の
時
田
中
舘
は
先
陣
を
切
る
か
の
よ
う

な
勢
い
で
、
東
京
大
学
に
学
び
留
学
し
、
教

授
と
な
っ
て
弟
子
を
育
て
、
地
球
物
理
学
研

究
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。
田
中
舘
の
根
底

に
は「
今
や
ら
な
け
れ
ば
殺
さ
れ
る
と
思
え
」

と
い
う
武
士
の
覚
悟
が
あ
り
、
気
迫
で
西
洋

に
立
ち
向
か
っ
た
。
弟
子
の
木
村
栄
が
「
Ｚ

項
」を
発
見
し
た
時
、そ
の
意
味
よ
り
も「
日

本
人
が
西
洋
列
強
を
追
い
越
し
た
」
こ
と
が

『
日
本
人
の
誇
り
』
を
守
っ
た
と
狂
喜
し
た

時
代
で
あ
っ
た
。

　
「
滅
私
報
国
」
と
い
う
言
葉
通
り
に
生
き

た
田
中
舘
は
、「（
西
洋
に
）
学
ぶ
べ
き
は
学

び
、（
日
本
人
と
し
て
）
行
う
べ
き
は
行
う
」

と
い
う
整
然
と
し
た
覚
悟
を
守
り
抜
い
た
サ

ム
ラ
イ
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
日
本
と
日
本
人
を
世
界
に
認
知
さ
せ
、
日

本
語
を
（
日
本
式
ロ
ー
マ
字
で
）
世
界
に
広

め
ん
と
生
き
た
田
中
舘
で
あ
っ
た
。
郷
里
の

人
々
は
尊
敬
を
こ
め
て
「
お
ら
ほ
の
町
の
お

じ
い
さ
ん
」
と
呼
ん
だ
。

　
二
戸
市
に
は「
田
中
舘
愛
橘
記
念
科
学
館
」

が
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
、
田
中
舘

の
遺
品
や
業
績
を
紹
介
し
て
い
る
。
体
験
工

房
で
は
子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
を

学
ぶ
。
中
庭
に
は
世
界
的
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
福
田
繁
雄
が
製
作
し
た
田
中
舘
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
ま
た
福
岡
五
日
町

に
は
、
田
中
舘
が
晩
年
を
暮
し
た
「
ゆ
か
り

の
家
」
や
、
生
家
の
「
呑
香
稲
荷
神
社
」
が

あ
り
、
神
社
境
内
に
は
ロ
ー
マ
字
碑
、
さ
ら

に
す
ぐ
近
く
の
祖
霊
社
墓
地
に
は
ロ
ー
マ
字

で
刻
ま
れ
た
田
中
舘
の
お
墓
が
あ
る
。
そ
の

ま
ま
九
戸
城
跡
に
抜
け
る
と
田
中
舘
の
ロ
ー

マ
字
碑
が
あ
り
、
石
切
所
大
淵
に
は
郷
里
に

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯

⑳
【
最
終
回
】

四海兄弟
　SIKAIKEITEI（四海兄弟）とローマ字で書か
れた揮

き ご う
毫がある。1949（昭和 24）年、石切

所中学校の校舎落成を祝い 94 歳の田中舘が子
どもたちに書いた言葉だ。今風に言い直せば「世
界中の人々はみなひとつだ」だろうか。
　1951（昭和 26）年に浄法寺中学校へ書い
た言葉は「Ko

＾
mei Seidai」（公明正大）。子ど

もたちに話をしに各地へ出掛け、博士に憧れ科
学者を目指す子も多かったという。

【ミニコラム】　子どもたちへの言葉 電
気
が
通
っ
た
事
を
祝
っ
た
碑
も
建
っ
て
い

る
。
二
戸
市
内
に
は
今
な
お
博
士
を
し
の
ぶ

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、「
田
中
舘

博
士
を
生
ん
だ
町
」
と
い
う
誇
り
が
漂
う
。

　
田
中
舘
の
残
し
た
も
の
の
中
で
、
一
番
大

き
く
大
切
だ
っ
た
も
の
。
そ
れ
は
「
日
本
人

の
誇
り
」「
岩
手
人
、
二
戸
人
の
誇
り
」
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

（
中
村
誠
＝
田
中
舘
愛
橘
会
事
務
局
長
）

※
こ
の
内
容
は
、
デ
ー
リ
ー
東
北
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
３
月
24
日
号
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で
す
。

シビックセンター中庭にあるモニュメント、福田繁雄作「ローマ
字の宇宙」。近づくとローマ字、遠ざかると田中舘博士が現れる
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